
 

（様式１－３） 

富岡町復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

平成 24 年８月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. １ 事業名 都市防災推進事業（富岡町復興まちづくり計画策定） 事業番号 D-20-1 

交付団体 富岡町 事業実施主体（直接/間接） 富岡町 

総交付対象事業費 ２７，０００（千円） 全体事業費 ２７，０００（千円） 

事業概要 

 平成 23 年東北地方太平洋沖地震に伴う津波により甚大な被害を受けた富岡地区沿岸区域（二級河川富岡

川から二級河川紅葉川までの小浜、仏浜、毛萱地区）において、復興まちづくりに係る現況調査並びに想

定する防災・減災施設の効果をシミュレーションすることにより、防災減災施設や避難路及び防災拠点施

設との連携など復興まちづくり計画（仮称）策定のための基本構想を策定するものである。 

当面の事業概要 

＜平成 24 年度＞ 

 福島県より示される海岸堤防をベースに想定津波に対する防災減災施設を想定し、その効果をシミュレ

ーションするとともに、計画区域の復興まちづくり計画（仮称）策定のための基本的な考え方をまとめ、

基本構想を策定する。 

東日本大震災の被害との関係 

 本計画区域は、ほぼ全域が津波により浸水し、家屋、道路や鉄道を始めとする公共施設並びに農地等に

甚大な被害を被った。 

 同区域は、区域を縦断する JR 常磐線の西側に学校や商業施設などが集積し土地区画整理事業の施行によ

り居住空間が整備された当町の中心的市街地があり、東側には富岡町公共下水道の基幹施設である富岡浄

化センターや海岸利用の拠点施設である富岡漁港など多くの公共施設が集積されている。このため、同区

域の総合的な防災基本構想の策定は他に先駆けて行う必要があり、防災機能強化による復興まちづくり計

画(仮称)策定のための基本構想策定は当町復興の第一歩として的確かつ迅速に進めなければならないもの

である。 

 ○津波による人的被害（平成 24 年６月 15 日現在）  死者２３名、行方不明者１名 

 ○津波被害（平成 24 年６月現在）  流失・全壊１２５戸、大規模半壊２６戸、半壊３０戸 

 ○津波浸水面積  約１４８．８ha（浸水深 TP＋11.02ｍ（津波痕跡が確認できる富岡浄化センターに

おけるもの） 

関連する災害復旧事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


